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[

上
田
市
議] 
今
年
（
２
０
２
３
年
）
２
月
８

日
、
小
矢
部
市
は
、
自
衛
隊
の
求
め
に
応
じ
、

本
人
の
同
意
な
し
に
１
８
歳
と
２
２
歳
の
市
民
の
氏
名
、
住
所
、
生
年

月
日
、
性
別
の
４
情
報
を
、
紙
に
よ
る
名
簿
で
渡
し
た
。
富
山
県
内
で

は
昨
年
度
２
２
年
度
は
、
小
矢
部
市
を
含
め
４
つ
の
市
と
町
で
名
簿
提

供
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
を
認
め
る
対

応
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
小
矢
部
市
で
は
、
昨
年
２
１

年
度
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
閲
覧
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
。 

 
[

竹
田
副
市
長] 

２
１
年
度
は
、
日
本
国
籍
を
有
す
る
小
矢
部
市
民

の
う
ち
２
２
年
度
に
１
８
歳
及
び
２
２
歳
に
な
る
方
の
氏
名
、
住
所
、

生
年
月
日
、
性
別
を
一
覧
に
し
た
も
の
を
、
閲
覧
の
方
法
に
よ
り
情
報

提
供
し
た
。 

  
 

自
治
体
に
は
個
人
情
報
を
守
る
責
務
が
あ
る 

   
[

上
田
市
議] 

２
１
年
度
ま
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
を
検
索
し
て
名

簿
を
作
成
し
閲
覧
さ
せ
て
い
た
が
、
今
回
は
、
閲
覧
と
い
う
方
法
で
は

な
く
、
紙
と
し
て
自
衛
隊
に
渡
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

自
衛
隊
法
９
７
条
１
項
で
は
、
都
道
府
県
知
事
や
市
町
村
長
が
「
自

衛
官
及
び
自
衛
官
候
補
生
の
募
集
に
関
す
る
事
務
の
一
部
を
行
う
」
と

し
て
い
る
が
、
募
集
事
務
や
募
集
期
間
・
試
験
会
場
の
告
示
、
受
験
票

の
交
付
な
ど
で
あ
り
、
個
人
情
報
の
提
供
を
行
う
根
拠
に
は
な
ら
な

い
。 

 

自
治
体
は
名
簿
提
供
の
要
請
に
応
じ
る
義
務
は
な
く
、
む
し
ろ
自
治

体
に
は
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
、
つ
ま
り
自
己
情
報
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
権
を
尊
重
す
る
責
務
が
あ
る
。 

  

市
民
団
体
が
個
人
情
報
の
無
断
提
供
に
抗
議 

 

今
年
３
月
１
６
日
に
、
富
山
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
、
新
日
本
婦

人
の
会
小
矢
部
支
部
、
小
矢
部
平
和
委
員
会
の
３
団
体
が
小
矢
部
市
に

対
し
、
「
自
衛
隊
員
募
集
の
た
め
の
個
人
情
報
の
無
断
提
供
に
抗
議

し
、
中
止
を
求
め
る
要
請
」
を
行
い
、
次
の
２
項
目
を
求
め
た
。 

① 

自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
の
提
供
を
中
止
す
る
こ
と
。
少
な
く
と

も
、
本
人
の
意
思
確
認
を
行
い
、
そ
の
意
思
を
尊
重
す
る
こ
と
。 

② 

自
衛
隊
員
募
集
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
対
応
を
住
民
に
周
知

し
、
個
人
情
報
の
無
断
提
供
を
謝
罪
す
る
こ
と
。 

そ
の
後
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
「
自
衛
官
等
募
集
事
務
に
係
る

対
象
者
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
」
の
報
告
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
個
人
情

報
の
無
断
提
供
を
謝
罪
す
る
言
葉
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、
ア
ク
セ
ス
し
た
人
が
知
る
だ
け
で
あ
り
、
当
事
者
へ
の
周
知
と

し
て
は
不
十
分
だ
。 

そ
の
た
め
、
８
月
２
８
日
に
３
団
体
で
再
度
「
自
衛
隊
員
募
集
の
た

め
の
個
人
情
報
の
積
極
的
提
供
を
行
わ
な
い
よ
う
求
め
る
要
請
」
が
な

さ
れ
た
。
こ
の
中
で
も
述
べ
ら
れ
た
が
、
２
１
年
２
月
５
日
付
け
防
衛

省
、
総
務
省
課
長
名
に
よ
る
「
技
術
的
助
言
」
は
、
閲
覧
し
か
認
め
て

い
な
い
住
民
基
本
台
帳
法
１
１
条
１
項
に
違
反
す
る
政
治
的
圧
力
で
あ

り
、
地
方
分
権
の
点
か
ら
も
許
さ
れ
な
い
。 

市
か
ら
個
別
に
当
事
者
に
、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
の
４

つ
の
情
報
を
提
供
し
て
よ
い
か
ど
う
か
を
聞
き
、
承
諾
し
た
人
の
分
の

み
提
供
す
る
か
、
も
し
く
は
以
前
の
閲
覧
に
戻
す
べ
き
だ
。 

 
[

竹
田
副
市
長] 

個
別
の
当
事
者
に
情
報
提
供
の
承
諾
を
得
る
こ

と
は
、
法
律
的
な
裏
づ
け
が
な
い
の
で
市
と
し
て
導
入
は
考
え
て
い
な

い
。
従
前
の
閲
覧
方
式
に
戻
す
考
え
は
な
い
。 

  
 

戦
争
国
家
づ
く
り
の
下
請
け
に
な
る
な 

  
[

上
田
市
議] 

１
５
年
安
倍
内
閣
で
閣
議
決
定
さ
れ

た
安
保
関
連
法
以
後
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
従
い
海
外

で
戦
争
す
る
国
に
な
り
、
自
衛
隊
任
務
の
危
険
度
が
増
し
て
い
る
。
岸

田
内
閣
は
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
に
呼
応
し
、
２
２
年
１
２
月
に
敵
基
地

攻
撃
能
力
の
保
有
と
大
規
模
な
軍
備
拡
大
を
進
め
る
「
安
全
保
障
３
文

書
」
を
閣
議
決
定
し
、
５
年
間
で
４
３
兆
円
も
の
軍
事
費
を
使
う
と
し

て
い
る
。
市
民
の
生
活
を
圧
迫
し
「
戦
争
国
家
」
へ
の
道
を
突
き
進
む

状
況
の
中
で
、
自
治
体
に
よ
る
名
簿
提
供
は
戦
前
の
徴
兵
制
度
に
も
似

て
い
る
。
自
治
体
が
「
戦
争
国
家
」
づ
く
り
の
「
下
請
け
機
関
」
と
な

ら
な
い
た
め
に
、
個
人
情
報
の
提
供
は
し
な
い
こ
と
が
今
こ
そ
大
切

だ
。 

 
 

 
１
２
月
議
会
一
般
質
問
（
３
） 

日
本
共
産
党
が 

 
 
 

申
し
入
れ 

地
震
被
害
対
策
で
は
、
急
い
で
復
旧
す
べ
き
課
題

と
と
も
に
、
「上
下
水
道
や
道
路
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
補
強
対
策
」、
「個
人
住
宅
の
耐
震
化
・耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
・耐
震
ベ
ッ
ド
な
ど
の
普
及
」、
「志
賀
原
発
の
廃

炉
」な
ど
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。 

新
年
度
予
算
要
望
で
は
、
「帯
状
疱
疹
予
防
接
種

費
用
へ
の
助
成
」、
「３
歳
未
満
児
保
育
料
の
無
料

化
」、
「３
０
人
学
級
の
実
現
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
中
学
校
区
に
一
人
配
置
し
、
常
勤
化
を
」、

「学
校
給
食
の
無
償
化
と
有
機
農
産
物
で
の
提
供
」、

「水
道
水
源
で
も
あ
る
庄
川
上
流
（岐
阜
県
高
山
市
）

で
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
に
反
対
を
」、

「チ
ョ
イ
ソ
コ
お
や
べ
で
砺
波
市
総
合
病
院
へ
の
運

行
」、
「ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
を
」な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。 

訂
正 

 

先
週
号
の
『週
刊
明
る
い
小
矢
部
』

(

２)

面 

で

国
道
４
７
１
号
崩
落
現
場
の
写
真
を
掲
載
し
ま
し
た

が
、こ
れ
は
昨
年
夏
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
現
場
で
し

た
。今
度
の
地
震
に

よ
る
後
谷
地
内
の

国
道
４
７
１
号
の

道
路
陥
没
は
改
修

中
で
す
。西
側
か

ら
石
動
方
面
を
望

む
写
真
（１
月
４
日

撮
影
）を
改
め
て
掲

載
し
ま
す
。左
側

が
道
路
改
修
工

事
、右
側
の
電
柱

が
傾
い
て
い
ま
す
。 

地震対策と新年度予算要望   

 日本共産党小矢部市委員会（砂田喜昭委員長）

は１月10日、桜井市長に能登半島地震被害対策と

して10項目の申し入れをしました。また、２０２

４年度予算に対して77項目の要望もしました。 


